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県立広島大学及び叡啓大学の令和６年度入学者の状況について 
 

 

１ 要旨・目的 

  県立広島大学及び叡啓大学の令和６年度入学者の状況について報告する。 
 

２ 現状・背景 

  県立広島大学の志願倍率は、４.０倍（前年度 ３.８倍） 

  叡啓大学の志願倍率は、１.８倍（前年度 １.６倍） 

 

３ 概要 

（1）調査対象 

県立広島大学及び叡啓大学の令和６年４月入学者  

（2）調査期間 

   令和６年４月１日現在 

（3）調査結果  

   ア 県立広島大学（学部） 
 

区分  学 部 ・ 学 科 
入学定員 

（Ａ） 

志願者数 

（Ｂ） 

合格者数 

（Ｃ） 

志願倍率 

(Ｂ/Ａ) 

入 学 者 

総数 県内比率

広
島
咔 

地域創生 

学部 

地域創生

学科 

地域文化コース 
165 675 188 4.1 176 84.7% 

地域産業コース 

健康科学コース 35 110 37 3.1 37 75.7% 

学 部 計 200 785 225 3.9 213 83.1% 

庄
原
咔 

生物資源 

科学部 

地域資源開発学科 40 93 44 2.3 41 39.0% 

生命環境

学科 

生命科学コース 
100 446 131 4.5 104 39.4% 

環境科学コース 

学 部 計 140 539 175 3.9 145 39.3% 

三
原
咔 

保健福祉 

学部 

保健福祉

学科 

看護学コース 58 268 64 4.6 61 88.5% 

理学療法学コース 29 176 31 6.1 31 48.4% 

作業療法学コース 29 106 32 3.7 29 55.2% 

コミュニケーション障害学コース 29 114 30 3.9 30 36.7% 

人間福祉学コース 39 111 44 2.8 43 67.4% 

コース選択 6 13 4 2.2 4 50.0% 

学 部 計 190 788 205 4.1 198 64.1% 

合  計 530 2,112 605 4.0 556 64.9% 

（参考）前年度 530 2,004 613 3.8 561 66.0% 

  

資料番号 13 

 

令和６年４月 19 日 
課 名 環境県民局高等教育担当 
担当者 担当課長 英賀谷 
内 線 2751 

 



-2- 

 

 

イ 県立広島大学（大学院・専攻科） 
 

研 究 科 ・ 専 攻 
入学定員 

（Ａ） 

志願者数 

（Ｂ） 

合格者数 

（Ｃ） 

志願倍率 

（Ｂ/Ａ） 

入 学 者 

総数 県内比率 

総
合
学
術
研
究
科 

人間文化学専攻（修士課程） 10 16 10 1.6 9 100% 

情報マネジメント専攻（修士課程） 10 8 8 0.8 8 100% 

生命システム 

科学専攻 

博士課程前期 25 18 15 0.7 14 100% 

博士課程後期 5 5 5 1.0 5 80.0% 

保健福祉学専攻 
博士課程前期 20 21 21 1.1 21 52.4% 

博士課程後期 5 12 5 2.4 5 60.0% 

経営管理研究科ビジネス・リーダーシップ専攻（修士課程）  25 57 31 2.3 31 96.8% 

助産学専攻科 10 38 10 3.8 10 70.0% 

合  計 

修士課程・博士課程前期 90 120 85 1.3 83 86.7% 

博士課程後期 10 17 10 1.7 10 70.0% 

専攻科 10 38 10 3.8 10 70.0% 

（参考）前年度 

修士課程・博士課程前期 95 114 77 1.2 74 87.8% 

博士課程後期 10 17 11 1.7 11 90.9% 

専攻科 10 38 10 3.8 10 60.0% 

 

ウ 叡啓大学（春入学生） 
 

学 部 ・ 学 科 
入学定員 

（Ａ） 

志願者数 

（Ｂ） 

合格者数 

（Ｃ） 

志願倍率 

（Ｂ/Ａ） 

入 学 者 

総数 県内比率 

ソーシャルシステムデザイン学部 

ソーシャルシステムデザイン学科 
80 144 103 1.8 80 35.0% 

（参考）前年度 80 126 91 1.6 78 52.6% 

  ※ 留学生選抜（定員 20）は秋入学であり、３回目選抜を５～６月に実施 

 

（4）課題・分析及び今後の対応 

  ア 県立広島大学 

学部全体の志願倍率は、前年度より向上しているが、大学院・専攻科の中には、定員割れ

となった専攻があることから、その要因や課題を検証して、必要な改善策を検討する。 

 

  イ 叡啓大学 

志願倍率は前年度より向上しているものの、より多くの志願者の確保を図るため、叡啓大

学が実践する教育と親和性の高い学校への働き掛けなど、取組を強化する。 

 


